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	新しい分子イメージング機器の開発
	分子イメージング研究のためには、イメージングを行う機器が欠かせません。
	山本誠一先生は、現在まで、多くの放射線検出器、陽電子放射型断層撮像装置（PET）、単一光子断層撮影装置(SPECT)などの新しい医療機器開発や分子イメージング機器の開発に従事してこられました。大阪大学PET分子イメージングセンター内にも、山本誠一先生の開発されたPETと磁気共鳴断層撮像装置(MRI)を組み合わせたPET/MRI一体型装置が設置されており、多くの研究に利用されています。
	本講演では、PETを中心とした分子イメージング機器の開発の歴史を紹介していただきます。また、最近、開発に成功された新型半導体光センサーであるシリコンフォトマルを用いた高分解能PET装置に関して発表していただきます。
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